
JCHO福井勝山総合病院 地域協議会 第 10回 議事録 

開催日 令和 1年 9月 27日 13：00～14：00 

開催場所 病院２階講堂 

出席者 久住委員、平泉委員、松田委員、杉平委員、安川委員、桜井課長、

坂井委員、兜委員 

欠席者    なし 

 

院長挨拶の後、次の議題について協議した。 

 

 

２．令和元年度福井県総合防災訓練および緊急消防援助隊中部ブロック 

合同訓練について（令和元年 11 月 1 日－11 月 2 日） 

令和元年 11 月 1 日、2 日に開催される令和元年度福井県総合防災訓練および緊

急消防援助隊中部ブロック合同訓練の説明を行う。 

前年度は、大野市防災訓練に参加させていただきました。奥越地区防災を担って

いる病院として、今年度は大野市で開催される福井県総合防災訓練に参加させ

ていただきます。 

 

【ご意見】 

昨年度、大野市防災訓練にＤＭＡＴ隊に参加いただき、大野市の急患診療所の

職員も災害時の対応など専門チームにご指導いただき勉強になりました。今年

度は、県の防災訓練が大野市でありますので、開催いたしませんが、来年度以降

もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

３．院内総合防災訓練について（令和元年 11 月 16 日） 

昨今、自然災害が相次いでおりますが、災害拠点病院として大規模な災害

訓練をおこない災害時に地域の役に立てることを目的としております。 

地域の住民の方にご協力いただき参加いただきたいと考えております。 

   

【ご質問】 

Ｑ 以前、地区での防災訓練を行った際、「雨が降っているから今日は中止。」

といったことがあったが、悪天候のため訓練を中止するようなことはない

ですよね？ 

Ａ 院内総合防災訓練につきましては多少の悪天候でも行う予定です。 



Ｑ 災害拠点病院の設置要件が１，２年前に代わり地元と連携した訓練をする

ことという内容が加わったことで、今回のような訓練を行われるのでしょ

うか？ 

Ａ そうです。まず災害時は、外来患者、入院患者、職員の安全を守り、そし

て地域の方々を治療していく。という対応になるかと思います。 

いずれにしても私たちだけでは出来ないことなので、地域住民の方々のボ

ランティアが必要になると考えております。 

Ｑ 地域住民の方にお手伝いしていただくうえで、今回の訓練時はどのような

役割で参加いただこうとされているのですか？ 

Ａ ボランティアとして参加していただき、ボランティア行動をしていただこ

うと考えております。今回の訓練では炊き出しをやりたいと考えており、

炊き出しの内容は備蓄食を作っていただき、試食していただく予定です。 

  この訓練もはじめたばかりなので、これからみんなで議論していき、将来

的には行政も含めて行えたらと考えております。 

Ｑ 将来的には行政という話もございましたが、その際は奥越健康福祉センタ

ーも協力させていただきたいと思います。 

Ａ よろしくお願いいたします。 

Ｑ 防災訓練ですが、それぞれの役割を自覚して、価値のある活動にしていた

だきたい。見ているだけで訓練が終わったなどならないようお願いします。 

Ａ ありがとうございます。昨今いつ災害が起きてもおかしくない環境になっ

ておりますので、緊張感をもって行います。 

Ｑ 千葉県の台風被害では 2 週間停電とニュースが流れていますが、福井勝

山総合病院では停電対策はどのようにされていますか？ 

Ａ 当院には自家発電機があります。自家発電機はＡ重油で発電しており、Ａ

重油を注ぎ足せば発電し続けます。 

Ｑ 重油が来なかったらどのくらい発電できるかを確認したほうがよい。 

Ａ ３日間は保てます。 

 

 

 

４．外国人患者を受け入れる医療機関の選定について 

  昨今、日本も外国人の観光客、在勤者、居住者が増加しております。 

 福井県より外国人を受入できる医療機関として協力打診されている。 

会話の翻訳には「POCKETALK（ポケトーク）」を準備し対応したいと考えており

ます。 

 



 

【ご意見】 

 外国人観光客の受け入れについてですが、最近は東南アジアの地域等今まで

いなかった地域の外国人が就労しておりますので、受け入れいただけるようご

対応いただきたいと思います。 

  

【ご質問】 

Ｑ 言葉の壁はあるでしょうが、よくニュースで見るのが、受診のみして医療費

を支払わずに帰国する。といった外国人もいるようなので、対応に気を払う

必要があるのでは？ 

Ａ 懸念しているところではありますが、二次医療圏で 1 つは必要であるとい

うことと、公的病院でもあるので、どこかが担わなければならないので、リ

スクがあってもやれるだけやらせていただきたいと思っています。 

 

５．地域関連事業について 

本年開催した事業（出前講座（7月 19日（金）開催）、院内健康サロン（5月

29日（水）開催））、奥越市民公開講座（5月 25日（土））、これから開催する事

業（健康フェスティバル（１０月１３日（日））について、資料をもとに開催の

報告と説明を行なった。また、勝山市広報に掲載した医学コラム、今後掲載する

医学コラムの紹介と、本年Ｉターン採用の職員の紹介を行なった。 

 

【ご意見】 

 5/25 に大野市が会場となっておりました、奥越市民公開講座につきまして、

出席した保健師からわかりやすいと意見を聞いております。チラシをいただく

のが遅かったということもあり、十分な広報が市内で行えず、参加者が少なく、

残念でした。 

 

【回答】 

 100名以上ご参加いただきました。こちらも広報が足りなかったかと反省の中

で出ておりますが、初めて大野市で開催させていただき、今回のことを教訓に次

に生かしたいと思います。今回大野市で開催させていただきありがとうござい

ました。 

 

 

 

 



 

６．意見交換 

 

【ご意見】 

 昨日（9 月 26 日）公立・公的病院の再編統合のニュースがありましたが、福

井勝山総合病院は今回名前が挙がっていませんでしたが、地域の中核病院とい

う位置づけの中で、大野市と勝山市の連携ができればよろしいかと思います。行

政の面からも協力いただけるとありがたい。 

  

【回答】 

地域から必要とされる病院として、地域の皆様に貢献していきたいと考えて

おります。最近は働き方改革等、医師の労働時間に制限がかけられておりますが、

地域の方々のために対応して、ご意見のような再編・統合等の対象にならないよ

う努めていきたいと考えております。 

 勝山市にありますが、大野市とも連携を深めて奥越地域全体への貢献を図る

所存です。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 


